
土

壌

の

天

然

的

研

究

(
第
二
報
)

土
壌
徴
生
物
に
及
ぼ
す
温
度
の
彫
-
響

農

事

博

士

板

町，

新

夫

.-._ 

農

串

士

辻

JA毛

彦

緒

論

、J

自
然
扶
態
に
於
け
る
土
壌
の
搾
取
輯
に
就
て
は
第
一
報
印
に
於
て
報
告
せ
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
之
の
使
用
に
封
す
る
質
験
例
と
し
て
自

然
蹴
態
に
於
け
る
土
嬢
微
生
物
に
及
ぼ
す
温
度
の
影
響
に
就
て
少
し
く
貰
験
を
試
み
た
れ
ば
以
下
に
報
告
す
る
事
と
す
る
。

、B
d

'
A
 

土
壌
細
菌
一
に
及
ぼ
す
温
度
の
影
響
に
就
て
何
回

E
民
〈
は
ゼ
ラ
チ
ン
培
養
基
上
に
護
育
す
る
表
土
の
細
菌
は
多
よ
り
夏
に
至
る
温
度
の
上

、J
9
0
 

昇
に
伴
ひ
念
激
に
増
加
す
る
事
を
述
べ
、
出
国
Z
6
h
a
四
・
〈
・
司
自
民
団
富
岡
氏
〈
は
高
度
の
泥
炭
土
壌
に
て
は
同
じ
く
ゼ
ラ
チ
ン
培
養
基
を

、.J

用
ひ
、
微
生
物
の
教
は
温
度
の
費
化
に
平
行
に
増
減
す
る
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。
之
に
劃
し
て
回
目
言
自
民
等
位
は
土
壌
中
の
細
菌
数
に

、J

及
ぼ
す
温
度
の
影
響
は
降
霜
の
際
を
除
き
認
め
ら
れ
・
?
と
翁
し
、
叉
同
様
に
何
回
富
自
己
居
。
民
日
も
錨
物
質
の
表
土
に
就
て
国
同
国
軍
冒
民

等
と
同
じ
傾
向
を
認
め
、

F
S
E
E
-
民
等
の
結
果
と
の
相
違
は
水
分
及
び
有
機
物
含
量
共
他
物
理
的
性
質
等
の
差
異
に
基
く
も
の
左
ら
ん

事
を
報
脅
し
て
ゐ
る
。、J

a

叉
国
閉
そ
事
耳
目
民
等
。
は
土
壌
中
の
細
菌
数
は
一
年
中
に
於
て
二
月
十
二
日
及
び
六
月
十
九
日
の
二
聞
に
細
菌
の
増
加
せ
る
-
山
を
示
し
た
事

士
壇
の
天
線
的
研
究
(
第
二
報
)

二
九
七



無

肥

料

土

壌

7k 

田

二
ナ
所

水

稲

栽

培

跡

. 

土
壕
の
天
待
問
研
究
(
第
二
報
)

二
九
八

を
報
告
し
て
ゐ
る
。

之
等
に
就
て
考
察
す
る
に
、
一
般
既
知
の
土
曜
微
生
物
が
殆
ど
其
好
埴
温
度
守
二
五
度
C

|
三
O
度
C
乃
至
三
五
度
C
の
聞
に
有
す
る
に

不
拘
、
土
嬢
中
に
あ
り
て
は
共
繁
殖
に
針
す
る
温
度
の
影
響
は
左
程
重
要
な
ら
ざ
る
製
薬
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
。
師
ち
換
言
す
れ
ば
土
嬢
徴

生
物
は
温
度
以
外
の
要
素
に
よ
り
其
活
動
力
が
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
も
言
ひ
得
ら
れ
る
。

著
者
等
は
温
度
が
作
物
栽
培
上
重
要
な
る
賭
に
鑑
み
、
其
一
要
素
た
る
肥
料
分
解
共
他
土
嬢
の
肥
沃
と
物
接
な
る
欄
係
そ
有
す
る
土
壌
徴

生
物
に
劃
し
之
が
影
響
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し
、
成
分
、
性
質
を
具
に
せ
る
水
田
及
び
畑
地
に
就
て
自
黙
赦
態
の
下
に
温
度
の
み
を
上
昇
せ

し
め
其
敷
量
の
幽
変
化
を
翻
測
せ
ん
事
を
試
み
た
。

賓

験

之

書B

〔

一

〕

供

試

土

壌

目巴

キキ

土

壌

水

田

一
ケ
所

蘭

栽

培

跡

ijlE 

キキ

土

壌

!
 

"
H
H
r
 

b
ん

ニ
ケ
所

小
事
実
栽
培
跡

以
上
を
研
究
所
圃
場
よ
り
採
取

L
た。

〔
一
一
〕

質

験

法

、.ノ

上
記
供
試
土
壌
は
直
披
岡
場
よ
り
第
一
報
切
に
記
せ
る
如
く
し
て
採
取
掛
を
肘
ひ
て
採
取
し
、
二
八
度
C
の
恒
温
器
中
に
保
温
し
た
る
後



一
定
時
間
毎
に
採
取
窓
よ
り
少
量
。
試
料
三
五
|
ニ

O
瓦
V

を
取
り
、
崩
平
法
に
よ
り
蜘
菌
及
び
綜
欣
菌
の
数
量
を
蜘
定
せ
り
争

、J

使
用
せ
る
持
養
基
は
制
菌
に
劃
し
て
は
削
邑
Z
g
m
V
H
E
R
M
V
件。
a
Rぴ
J

綜
蹴
菌
に
針
し
て
は
同
認
可

gs・包ロ
gm巾

hwnEapH伺
を
用
ひ

た
。
敷
量
は
ペ
ト
リ
皿
五
例
に
現
れ
た
豪
落
の
平
均
敷
を
以
て
示
し
た
。

叉
微
生
物
の
敷
景
測
定
と
同
時
に

h
慣
の
踊
変
化
及
供
試
土
壌
を
恒
調
帯
に
挿
入
せ
る
後
の
楓
度
の
上
昇
速
度
を
測
定
し
て
参
考
に
供
し
た
。

可
制
の
測
定
に
は
現
地
用
電
磁
O

L

T
用
ひ
た
。

内
一

敬一
U

薗
1
一

紋
土

総
量
一

乾
-
r'
、

、B
ノ

t
中

，
瓦
伽
∞

薗
判
一
四
則

自
燥
一子
:

申
乾
一

「
l
l
l
LM
n

H

一
沼

P

一
五

一

民
U

度
り温“

一
26，200 

無肥料水sl土壊(1)第一表

5 

時間
(hrA) 

。
22，佼到311，ぽ悶5.32 25 

28 

30，960 

19，旬。

35，冊。

8，7∞ 

12 

31 

11，4∞ 
12，500 

8，1回

32，S∞ 

5.27 28 

お
・
却

28 

36 

132 

印

84 

土
胞
の
天
然
的
研
究
会
前
二
聞
き

29.0~~ 

第二表無肥料水回土壌(2)

I Pn I (私旦瓦訂(組問〕
一 o I 5.73 1-一(鵡〉ー「記ふ一一

水分合量平均

間時

17.490 15.710 5.22 16 

20，390 17，7田5.32 40 

12，230 12，710 5.11 64 

包，75022，580 5.01 朗

25，040 

温度の上昇速度は第一表にて測定せる依に省審じたり。

水分合置平均 27.0J~

15.160 5.15 1お

〔
一
ニ
〕

貰
験
結
果

無
肥
料
区
水
附
の
異

な
れ
る
ニ
ケ
所
の
地
貼

の
土
壌
に
就
て
測
定
せ

る
結
果
を
示
せ
ば
第

表
及
び
第
二
表
の
如
く

で
あ
る
。
同
様
に
肥
料

匝
水
間
の
土
壌
に
就
て

測
定
せ
る
結
果
を
示
せ

ば
第
三
去
の
如
く
で
あ

る。

二
九
九



4
a掴
剖
「
コ

J
a
m品
目
同
叩
弓
j

f
相

舟

吋

姐

閣

制

」

普通肥料水I:rl土壌

時 間
PH Iく乾a叩燥土菌1瓦数中)IC乾線燥状士菌1瓦数中)1Chrs) 仁l')。 12.5 5届 l 仁子明9{立0〉 30，490 21，2 

12 25.0 5.28 
20，030 30，580 

28 28.0 

5.28 1 

一一36 28.0 
19，760 41，3'1】

60 28.0 5.叩
24，990 38，120 

84 28.0 5.16 
32，710 44，450 

132 28.0 5.23 
21，290 41，750 

.，.噌/

tJ. 
上

を
明
瞭

に
示
す

簡
に
曲

-H
叫
と
え

ゐ
品
恥
・
ゅ
A
a
ト
E

，

て
示
せ

』ま
各

;;4.1~~ 

明

Mht

第三-衣で
あ
る
。

ポ牙言語平均

吋
同
品
川
園
・

及
r> 

吋
同
』
同
圃

の
如
く

以
上
に
就
て
見
る
に
温
度
は
採
取
時
に
依
っ
て
異

り

五
度
C
及
び
一
二
・五
度
C
で
あ
つ
に
が

時
間
口
及
び
二
八
時
間
日
に
は
二
八
度
C
た
に
遣
し

Tr..p. Tr..p. 
~O 

唖

<. 
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40 
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た
@

M

A

慣
は
五

i
六
で
あ
っ
て
保
淑
時
と
共
に
大
鱒
敵
性
に
雌
変
化
す
る
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
細
菌
数
は
無
肥
料
阪
〈
一
)
に
於
て
は
最
小
約

八、

0
0
0、
0
0
0、
最
大
三
三
、

0
0
0、
0
0
0
(
二
)
で
は
一
五
、
O
O
Q
.
0
0
0及
び
二
二
、

0
0
0、
0
0
υ
、
肥
料
匿
に
て
は
同
じ
く

二
O
、
0
0
0‘0
0
0一
ニ
及
び
三
一
二
、

0
0
0、
0
0
0で
あ
っ
て
(
一
)
の
最
大
教
と
は
略
同
数
で
あ
る
が
共
他
に
於
て
は
何
れ
も
肥
料
直
が

多
数
で
あ
る
。

温
度
の
影
響
は
何
れ
も
同
様
で
あ
っ
て
八
四
!
八
八
時
間
H
に
最
大
教
に
達
し
て
ゐ
る
。
細
菌
数
増
加
の
割
合
を
見
る
需
に
試
験
開
始
直

後
の
敷
と
最
大
監
と
の
比
率
を
求
む
れ
ば
無
肥
料
阪
(
一
)
に
て
は
二
・
問
問
、
(
二
〉
は
一

・一一一
問
、
肥
料
医
で
は
て
五
三
で
あ
っ
て
〈
一
)
は

特
に
・
六
-
な
る
数
字
を
一
不
す
も
三
一
〉
及
び
肥
料
匝
は
著
し
い
諜
臭
は
な
ぎ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
結
果
よ
り
見
れ
ば
温
度
の
細
菌
数
に
及

ぼ
す
影
響
は
全
然
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
細
菌
の
増
殖
を
促
す
事
を
示
す
も
の
で
.
あ
る
が
、
共
増
加
の
割
合
は
僅
少
で
あ
っ
て
最
も

大
な
る
〈
一
)
に
於
て
も
こ
・
五
供
に
過
ぎ
な
い
。
肥
料
.Rは
前
年
の
閥
栽
崎
跡
で
あ
っ
て
以
来
施
肥
を
行
は
左
い
が
、
無
肥
料
直
に
比
す
れ

ば
山
内
多
量
の
肥
料
成
分
佐
時
間
せ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
細
菌
の
増
加
率
に
て
は
雨
者
の
惑
は
認
め
ら
れ
な
い
。

綜
欣
菌
数
は
無
肥
料
(
一
)
に
於
て
は
約
最
小
八
、
七
O
O、
故
大
コ
一
五
、

0
0
0、
合
一
)
で
は
一
二
、

0
0
0及
び
二
五
、

0
0
0・
肥
料
阪

で
は
同
巴
く
一
ニ

O
、
0
0
0及
び
凹
凶
、
0
0
0で
あ
っ
て
一
般
に
肥
料
匝
が
多
数
で
あ
る
。

温
度
の
影
響
は
合
一
〉
に
於
て
一
一
二
六
時
間
闘
に
故
大
教
を
一
不
す
も
他
は
細
菌
に
於
け
る
と
同
様
に
八
四
時
間
口
に
最
大
に
遣
し
、
増
加
の

比
率
を
求
む
れ
ば
〈
一
)
一

・
一一
凶
、
合
一
)
二
・
一
O
、
肥
料
区
一

・凶
六
で
あ
っ
て
〈
二
〉
が
少
し
く
大
な
る
も
他
は
略
同
様
で
あ
る
。
然

L
て

細
菌
に
於
け
る
と
同
様
に
増
加
の
比
率
は
償
少
で
あ
り
、
無
肥
料
医
及
び
肥
料
匿
と
の
来
は
認
め
ら
れ
な
い
。

共
に
肥
料
医
畑
地
に
就
て
異
な
れ
る
こ
地
駄
の
土
壌
に
就
て
測
定
せ
る
結
果
を
示
せ
ば
第
四
表
及
び
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。

ト
E
E
D
口
、

.
F町
d
f
R
M
L
、鉱区

W
4
5

・5
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第
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個
帽
』

普通肥料畑地土嬢(2)

日IpR |(F551欄
l6%ト ω

18，7叩19，1例。

15，日P

22，870，お，4回

砥5001
1吋

J温阻度上昇i!Ii度は省喜暑耳せり。
2平ド均水分含E毘ま 2幻1.4)'μJ 

14，520 

16，3!調。

6.65 

6.63 

6.95 

6.69 

6.76 

第五表

84 

132 

普通肥料畑地土壌は〉

時間 温 C(~ I PH /(鱈)持軍1~ (hr6) 

14.0 ' 6.81 千2昭9，9依30 。
8969，，939300 1 

12 24.5 i &81 I 25，060 
26 28.0 一
36 28.0 7.∞ 

27m2 q田ね山1凪 610回 28.0 7.∞ 30.180; 110，780 

84 28.0 6.79 19.210: 97，200 

132 28.0 7.14 却 .460' 85.790 

第四表

水分含量卒均 2a.l，~

T、"'P.

PH 
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以
上
を
更
に
明
瞭
に
示
す
篤
に
曲
線
で
表
せ
ば

E
E
4
及
び
同
首
『

の
如
く
で
あ
る
。

以
上
に
就
て
見
る
に
温
度
は
畑
地
土
壌
(
一
〉
に
て
一
四
度
C
で
あ
っ
た
が
二
六
時
間
自
に
二
八
度
C
に
遣
し
て
ゐ
る
。

P
T
慣
は
六
・
八
|

七
二
で
あ
っ
て
、
保
温
に
よ
る
起
響
に
就
て
は
判
然
た
る
傾
向
そ
認
め
る
事
が
出
来
た
い
。
細
菌
敷
は
(
一
)
に
於
て
は
約
最
小
二

O
、
0
0

0
、
0
0
0
よ
り
最
大
三
O
、
0
0
0、
0
0
0、
(
二
)
で
は
一
五
、

c
o
o
.
0
0
0及
び
二
三
、

0
0
0、
0
0
0で
何
れ
も
六

0
時
間
自
に
最

大
に
遣
し
て
ゐ
る
。
細
菌
数
増
加
の
比
率
は
ご
と
・

o一
、
〈
二
こ

・一
二
を
示
し
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。
綜
欣
菌
数
は
(
一
V

に
於
て
は
約

最
小
八
五
、
七
九

O
、
最
大
一
一

0
.七
八

O
、
合
一
v
で
は
一
四
.
五
二

O
及
び
二
三
、
四
八

O
で
あ
っ
て
温
度
の
上
昇
に
よ
る
増
加
は
細
菌
と

同
じ
く
六

0
時
間
目
に
最
大
に
遣
し
て
ゐ
る
。
共
比
事
を
見
る
に
〈
一
〉
に
が
、
て
は
一

・二
七
、
〈
二
)
で
は
一

・四
五
で
あ
っ
て
僅
少
で
あ
る
。

水
田
土
櫨
墳
と
畑
地
土
壌
を
比
較
す
れ
ば
細
菌
数
に
て
は
大
差
た
き
も
綿
欣
菌
は
後
者
が
著
し
く
多
数
で
あ
る
。
最
大
教
に
遣
す
る
に
要
す

る
時
聞
は
畑
地
土
壌
の
相
場
合
約
二
四
時
間
平
き
も
増
加
の
比
率
は
.
隔
者
共
に
顕
著
な
る
差
は
認
め
ら
れ
守
、
共
に
僅
少
で
あ
る
。

上
越
の
水
田
及
畑
地
の
五
土
壌
に
就
て
行
へ
る
結
果
は
、
温
度
を
五
i
一
四
度
C
よ
り
二
八
度
C
に
上
昇
せ
し
む
る
事
に
よ
り
土
壌
細
菌

及
び
綿
欣
菌
は
其
散
を
増
加
し
、
水
田
に
於
て
は
大
縄
入
四
時
間
目
、
畑
地
に
て
は
六

0
時
間
自
に
最
大
教
を
示
す
。
然
し
共
増
加
の
比
率

は
共
に
僅
少
で
あ
っ
て
、
肥
料
、
無
肥
料
、
水
問
、
畑
地
等
の
成
分
、
性
質
の
相
違
が
温
度
の
影
響
に
及
怯
す
義
典
は
認
め
ら
れ
な
い
。

綿

括

水
田
及
び
畑
地
の
異
色
仏
れ
る
五
地
鮪
よ
り
土
壌
を
採
取
し
自
然
紙
態
の
下
に
二
八
度
C
に
保
温
し
、
温
度
の
上
昇
に
よ
る
土
壌
微
生
物
の

数
量
の
費
化
を
測
定
し
、
尚
之
に
仲
ひ
定
温
様
挿
入
後
の
温
度
の
上
昇
速
度
並
に
口
吋
慣
の
費
化
を
調
夜
せ
り
。

土
圃
帽
の
天
然
的
研
究
ハ
第
二
報
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